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誰もが着る喜びを実感できる社会のために 
活動報告：衣のUDプロジェクト 2022年度主な活動と今後の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰もが着る喜びを実感できる社会づくりを目指して活動している衣の UD プロジェクト

は、2022 年度には「サステナブル＆ユニヴァーサルなフェーズフリーウェアの研究」「お洒

落で機能的な UD ジーンズ・パンツの研究開発」「UD 視点で読み解く日本独自の現代ファ

ッション推進」という３つのテーマで活動してきました。 

今号の Newsletter では、2022 年度の主な活動内容と今後の予定を同プロジェクト

の森秀男主査が報告します。 

 

平常時・非常時どちらにも役立つフェーズフリーウェア 

 

同プロジェクトは 2021 年度から、おしゃれで機能的、安心・安全で非常時にも役に立つ

「サステナブル＆ユニヴァーサルなフェーズフリーウェアの研究」をテーマに活動をしていま

す。 

防災専門セレクトショップ「SEI SHOP」視察の様子(東京・市ヶ谷) 
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当初は「実物サンプルの作成」を目指していましたが、担当者が仕事の都合で研究作業が

不可能となったため、目標を「コンセプト計画の立案」に変更しました。 

コロナ禍で進行が滞りましたが、2021年8月から毎月のオンライン会議を主体に、基本

方針の検討や情報収集、専門家によるセミナー開催などを行ってきました。 

 

専門家によるセミナー開催で研究方針検討 

 

まずは、2021 年 10 月 21 日にフェーズフリー協会の佐藤唯行代

表理事を講師にお迎えして、「フェーズフリーデザインのオンラインセミ

ナー」を実施しました。 

当日は、「私たちの命や生活を守り、安心して豊かに暮らせる商品、

サーヴィス、社会をつくるには」をテーマに、佐藤代表からフェーズフリ

ーに関してわかりやすい説明がありました。 

 

※詳細は IAUD Newsletter vol.14 第 8号（2021年 11月号）をご覧ください。 

 

続いて、2022年 1月8日には、相模女子大学学芸学部の角田千枝教

授をお迎えして、「交通安全×ファッション」をテーマにオンラインセミナー

に参加しました。これは、ユニバーサルファッション協会(UNIFA)主催の

オンライン研究会サステナブルトークにおいて行われたものです。 

角田教授は、交通事故の現状や視認性の高い服装による効果を解説

し、ファッション視点で実施されている交通安全のためのワークショップ

の実例などを紹介しました。 

 

2022年3月 10日には、ユニバーサルファッション(UF)商品研究会と

合同で、非常食や防災グッズ専門のセレクトショップ「SEI SHOP（セイショ

ップ）」の平井雅也代表をお迎えして、「防災関連のセミナー」をオンライン

で開催しました。 

平井代表からは、災害時でも普段と変わらない豊かな生活が送れるよ

う、食（サバイバルフーズ）、装備（器具、装置）、知（情報コミュニケーション）

など生活者の備えをお手伝いする同ショップの基本概念やサーヴィスの説

明があり、防災に関する心構えや考え方などのヒントを得ました。 

 

さらに、2022 年 11 月 15 日には、東京・市ヶ谷にある

「SEI SHOP」店舗兼ショールームの視察及び平井代表との

面談を実施しました。 

平井代表からは、「桂離宮」や「方丈記」などを例に、日本

文化の自然と融和した暮らし方に見られる精神の気高さ

や、災害や厄災との向き合い方などのお話しがあり、貴重な

示唆が得られました。 

  

 

 

 

 

平井代表 

角田教授 

佐藤代表理事 

「SEI SHOP」店舗 

https://www.iaud.net/newsletter/17225/
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コンセプト計画の立案へ 

 

2022 年度中にはコンセプト計画の基本的な考え方を固め、2023 年度にはコンセプト

計画の深化と具現化を目指します。 

研究テーマのタイトルも、「ユニヴァーサル・フェーズフリーウェア」もしくは「フェーズフリ

ーウェア〜ユニヴァーサルデザイン視点からのアプローチ」の 2 つの案があり、メンバー内

で検討中です。 

コンセプト計画の基本構想では、PURPOSE（存在意義）と UD、フェーズフリー、ユニヴ

ァーサルファッションの VALUE(価値観)など基本的な概念を定義します。 

 

コンセプト計画のデザイン開発では、UD、フェーズフリー、ユニヴァーサルファッションの

要点を明確にします。 
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お洒落で機能的なUDパンツ 

 

2 つ目の活動テーマ「お洒落で機能的な UD ジーンズ・パンツの研

究開発」については、2022 年度にはパターンの完成を目指して活動

してきました。 

パターンのサンプルを作成し、縫製を依頼している工場と話し合っ

たところ、裁縫するにあたり膝の機能部分のパターンに問題があるこ

とがわかりました。 

現在、プロジェクトメンバーが所属しているお直し会社のスタッフ

の協力を得て、仮サンプルを作成して試着しながら、パターンの修正

を重ねています。 

また、デザイン画によるパンツスケッチも作成しました。 

素材が高度に伸縮するスレッチデニムのため、縫製方法など技術的な問題解決に苦慮し

ていますが、パターンの完成に向けて 2023年度も作業を継続していきます。 

 

UD視点による日本のファッション 

 

3つ目の活動テーマ「UD視点で読み解く日本独自の現代ファッション推進」は、日本のフ

ァッションの独自性を「和装+洋装+UD」の観点から見直すための情報収集がメインとなっ

ています。 

幅広い視点から業界の動向の分析を続けているメンバーが担当となり、2022年度には

個人的に収集した情報を毎月の会議で提示し、他のメンバーと共有しています。 

例えば、タレントの篠原ともえが着物から発想を得て、余り生地が出ないよう四角い生地

でデザインしたドレス「シカク」などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パンツスケッチ 
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2023年度も 3つのテーマを精力的に研究 

 

衣のUDプロジェクトは、2023年度も 3つのテーマについて精力的かつ真摯な姿勢で

研究活動を続けていきます。 

「フェーズフリーウェア研究」では、内容が多岐にわたり、しかも専門的な知識や経験が必

要ですが、方向性や道筋が見えてきたため、今後もメンバーと一層の熱意と熟慮を込めて

取り組んでいきます。 

「お洒落で機能的なUDジーンズ・パンツの研究開発」では、豊かなキャリアを持つもの作

りのプロフェッショナルであるメンバー2人が担当しており、パターンの完成を目指します。 

「UD 視点で読み解く日本独自の現代ファッション推進」では、担当者がパリとミラノのテ

キスタイル(素材)展示会を視察するなど内外のファッション情報に長けているため、今後も

多様な視点でグローバルな情報収集をしていきます。 

このように、IAUD の発展と成長に少しでも多くの寄与ができるよう努めて参りますの

で、今後ともご指導とご支援をお願い申し上げます。 

 

--------------------------------------------------------------------------------- 

オンライン開催！革新的な UD活動を国際的に表彰 

IAUD国際デザイン賞 2022プレゼンテーション／表彰式参加者募集 
 

持続的な共生社会の実現に向けた UD 活動の

実践や提案を国際的に表彰する「IAUD 国際デ

ザイン賞 2022」のプレゼンテーション及び表彰

式を、3月 1日（水）19時から 22時までオンラ

インにて開催します。 

12 回目を迎える「IAUD 国際デザイン賞」は、

これまでに国内外の優れた活動や製品が受賞し

ております。表彰式も2017年度はドイツ・ミュン

ヘン、2018年度はタイ・バンコクと海外でも開催

し、2021 年度はオンラインで開催したところ、世

界 11か国から約 200人のご参加をいただきました。 

当日は「大賞」「金賞」「銀賞」「銅賞」及び「学生デザインチャレンジ賞」の発表のほか、受賞

者によるプレゼンテーションや審査委員長からの講評、さらには参加者全員によるオンライ

ン懇親会が行われます。 

なお、情報保障として日英の同時通訳と日本語字幕（他言語は自動翻訳字幕）を配信しま

す。 

参加希望の方は、所属、役職、氏名、連絡先メールアドレスを記載したメールを 2 月 22

日(水)まで info@iaud.net 宛にご送付ください。参加費は無料です。開催までに視聴ペ

ージの URL をご連絡します。 

参加可能人数に限りがありますので、ぜひお早目にお申込みください。 

 

※IAUD 国際デザイン賞 2021表彰式開催報告掲載の Newesletterはこちらをご覧くださ

い。 

 

 

IAUD国際デザイン賞 2021表彰式の様子 

https://www.iaud.net/newsletter/18372/
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在宅で好きな時に UD資格習得 
UD検定オンライン 初級第 28回及び第 18回中級開催のご案内 

 

IAUD は「第 28 回 UD 検定・初級」及び「第 18 回 UD 検定・中級」を

オンラインで開催します。 

「UD 検定・初級」は、UD に関する基礎的な知識を学習する講習と力試

し問題、検定試験（30 分・50 問）のセットです。問題は全て受講した講習

内容から出題されます。 

「UD 検定・中級」は、力試し問題と検定試験（70 分・129 問）を受けて

いただきます。試験問題は、公式テキストブック「知る、わかる、ユニヴァー

サルデザイン」に準拠して出題されます。受験される方は事前に公式テキ

ストブックを購入し、ご自身で学習された後に試験をお受けください。 

初級、中級とも合否は検定試験終了後すぐに判定され、合格者には認定 

証を発行します。 

「第 28回UD検定・初級」の申し込み受付は 2月 16日(木)まで、「第 18回UD検定・

中級」の申し込み受付は2月 15日(水)から4月 19日(水)までです。この機会に是非、お

試しください。 

※「第 28回UD検定・初級」詳細・申し込みはこちらをご覧ください。 

※「第 18回UD検定・中級」詳細・申し込みは近日中に IAUD公式サイトに掲載されます。 

※「オンライン第 1回UD検定・初級」開催掲載の Newsletterはこちらをご覧ください。 

※「オンライン第 1回UD検定・中級」開催掲載の Newsletterはこちらをご覧ください。 

--------------------------------------------------------------------------------- 

2023年 2月の予定 

 

月 火 水 木 金 土 日 

  1 

 

2 
 

3 

 

4 5 

6 7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 12 

13 
 

14 
 

 

15 

第 18回UD検

定中級申込開始 

16 

第 28回UD検定

初級申込締切 

13：30～ 

衣のUDPJ 

東京ビッグサイト 

17 
 

18 19 
 

20 
 

21 

 

22 
 

23 

天皇誕生日 

 

24 

 

25 26 

27 
 

28  
 

 

 

   

次号は 2023年 3月上旬発行予定   

特集：IAUD国際デザイン賞 2022結果発表及び表彰式開催報告ほか 
 

一般財団法人国際ユニヴァーサルデザイン協議会 

事務局 e-mail：info@iaud.net 

中級受験に必須の 

公式テキストブック 

https://www.iaud.net/ud_certification/20068/
https://www.iaud.net/
https://www.iaud.net/newsletter/13547/
https://www.iaud.net/newsletter/14257/

